
白山市優良建設工事施工業者表彰要綱  

平成２０年３月１４日 

告示第６６号 

（趣旨） 

第 1 条 この告示は、本市が発注した建設工事において、その施工及び技術力

が優秀であり、他の模範とするにふさわしい施工をした建設業者（以下「施

工業者」という。）を表彰することに関し、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

⑴ 建設工事 建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２条第１項に規定

する建設工事をいう。 

⑵ 施工業者 市が発注した建設工事を直接請け負い施工し、かつ、市内に

本店又は支店（常時建設工事の請負契約を締結する事務所を含む。）を置く

者をいう。 

（表彰の種類） 

第３条 表彰の種類は、優良建設工事施工業者表彰及び特別表彰とする。 

（優良建設工事施工業者表彰の対象） 

第４条 優良建設工事施工業者表彰の対象は、表彰を行う年度の前年度に完成

した請負金額が２５０万円以上の建設工事のうち、工事成績の評定点が８０

点以上、かつ、次のいずれかに該当する施工業者とする。ただし、１施工業

者に対し１建設工事とする。 

⑴ 工期を尊重し、かつ、施工の方法、技術及び仕上がり等の出来形が優良

である者 

⑵ 前号に該当する者で、前年度完成工事における平均完成工事成績の優れ

ている者 

⑶ 施工上、困難な条件を克服して工期内完成を図った者 

⑷ 被害発生防止及び住民に対する配慮等を適切に行った者 

⑸ 工事の全部または大部分を一括して第三者に委託し、または請負わせて

いない者 



２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する施工業者は、対

象としない。 

 ⑴ 表彰を行う年度の前年度から表彰する日の前日までに、白山市建設工事

請負業者の指名停止に関する要綱（平成１７年白山市告示第３３号）の規

定により指名停止を受け、又は建設業法の規定により監督処分を受けた者 

⑵ 表彰を行う年度の前年度に完成した建設工事の工事成績の評定点に６５

点未満の工事がある者 

⑶ 前２号に掲げる者のほか、表彰を行うことが不適当と認められる者 

 （特別表彰の対象） 

第５条 特別表彰の対象は、優良建設工事施工業者表彰を５年間連続して受け

ることとなった施工業者とする。 

 （審査委員会） 

第６条 優良建設工事施工業者表彰の被表彰者を審査するため、白山市優良建

設工事施工業者審査委員会（以下「審査委員会」という。）を置く。 

２ 審査委員会の組織及び運営については、白山市工事請負等業者選考委員会

規程（平成１７年白山市告示第２８号）第３条から第６条までの規定を準用

する。 

（資料の提出等） 

第７条 総務部監理課長（以下「監理課長」という。）は、優良建設工事施工

業者表彰の対象となる建設業者があるときは、優良建設工事施工業者調書（別

記様式）を作成し、審査委員会に提出するものとする。 

２ 監理課長は、特別表彰の対象となる建設業者があるときは、審査委員会に

報告するものとする。 

 （被表彰者の決定） 

第８条 市長は、審査委員会の審査結果に基づき、被表彰者を決定する。 

 （表彰） 

第９条 表彰は、毎年１回表彰状を授与して行う。 

 （その他） 

第１０条 この告示の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則  



 この告示は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則（平成２１年４月１７日告示第１１３号の４） 

この告示は、平成２１年４月２０日から施行する。 

附 則（平成２４年３月３０日告示第１１８号） 

この告示は、平成２４年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 



別記様式（第７条関係） 

 

優良建設工事施工業者調書 

 

番号 施工業者名 工事名 工事箇所 
着工年月日 

完成年月日 
請負金額 

工事成績

評定点 
適否 理由 表彰暦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 


